
 

 

大阪市 非公開文化財の特別公開事業 

宝樹寺 阿弥陀如来坐像 

２02６年２月２３日（月・祝）～２月２４日（火） 午後１時～４時 

超願寺 阿弥陀如来立像 

於：浪速区元町１丁目 超願寺本堂 資料代 100円 

（大阪メトロ四つ橋線 なんば駅３２番出口から 南へ徒歩３分） 

主催：大阪市教育委員会・大阪密教美術保存会・真宗関係史料保存会 



 

 

日時：202６年２月２３日(月・祝)～2月２４日(火) 

午後１時～４時（入場３時半まで） 

※２４日（火）のみ、午後６時～８時 

（入場７時半まで）も公開します。 

 

場所：浪速区元町１－１２－３  超願寺本堂 

大阪メトロ四つ橋線 なんば駅 

３２番出口から 南西へ 徒歩７分  

 

資料代：100円（学生無料） ※申し込みは不要 

文化財保護課学芸員の解説あり 

問い合わせ先：大阪市教育委員会文化財保護課 

電話：０６－６２０８－９１６８ 

会場には段差があります。 

超願寺 阿弥陀如来立像 
     主催：大阪市教育委員会・大阪密教美術保存会・真宗関係史料保存会 共催・朝日新聞社 

大阪市 非公開文化財の特別公開 

超願寺は、浪速区元町に寺地を構える、佛光寺派の真宗寺院です。１９２２年刊

行の地誌『大阪府全志』には、慶長２年（１６０７）に、道円によって中興再建され

た、と記されています。本尊の阿弥陀如来像は、意志的な表情と流麗な衣文が

印象的な、来迎印を結ぶ立像で、制作年代は、13世紀中頃にさかのぼるとみら

れる、市域に伝来する貴重な鎌倉彫刻のひとつです。通常は非公開ですが、期間

を限定して、特別に、一般のみなさまに公開していただけることになりました。

このような公開は、２０１８年以来の２回目となります。 

                         大阪密教美術保存会 会長 玉島 興雅 

大阪メトロ四つ橋線 

なんば駅３２番出口 

超願寺 


